
平成25年10月4日

～ 管内の自治体の皆様と合同でヘリ調査を行いました～
北陸地方整備局が保有する災害対策用ヘリコプター「ほくりく号」を使用し、自治体

の方々と合同で上空から湯沢砂防事務所管内の調査を行いました。事業の進捗状況のみ
ならず、地上からでは全容が掴みにくい崩壊地の状況や、先月の台風１８号による被災
箇所等を調査し、今後の方針等について認識を共有しました。ヘリコプターには、魚沼
市の中川副市長、南魚沼市の井口市長、栄村の島田村長、津南町の上村町長、湯沢町の
上村町長にもご搭乗いただき、管内の状況を視察していただきました。

【調査日と主な調査地区】
６／３ 魚沼市 破間川流域（大原スキー場地すべり災害箇所等）
８／２６ 南魚沼市 登川、三国川、水無川流域（H23.7豪雨災害箇所等）
８／２７ 栄村 中津川流域（屋敷地区崩壊地等）

津南町 中津川、釜川流域（中津川下流床固工群等）
９／２７ 湯沢町 魚野川、清津川流域（台風18号による被災、三俣地区等）

【6/3魚沼市】
視察する中川副市長

屋敷地区崩壊状況

中津川－信濃川合流点

【9/27湯沢町】大源太川第１号砂防堰堤を
視察する上村町長

【8/27栄村】
視察する島田村長

【8/27津南町】
視察する上村町長

大原スキー場
地すべりの状況


